
市長発表　１

（単位：千円）

現計予算額 補正額 補正後の予算額 備　　　考

56,289,000 579,000 56,868,000

国民健康保険事業 13,708,622 72,222 13,780,844

介護保険事業 13,145,736 3,038 13,148,774

後期高齢者医療事業 3,200,340 △ 71,470 3,128,870

水道事業 3,486,562 △ 99,607 3,386,955

下水道事業 3,923,052 △ 123,915 3,799,137

病院事業 12,254,250 6,646 12,260,896

365,914

《一般会計》

　（歳入）

金　　額

＊ 地方交付税（普通交付税） 207,613

＊ 国庫支出金　

○新型ｺﾛﾅｳｲﾙｽ感染症対応地方創生臨時交付金 30,813

〇公園施設長寿命化対策支援事業費交付金 15,000

20,475

＊ 寄附金

○一般寄附金 570,500

＊ 市債

○土木債

　 15,000

令和４年度２月補正予算の概要

１　補正予算の概要（一般会計）

　今回の補正予算は、年度末に向け、予算の執行状況及び収入状況を把握する中で、決算見込みによ
る歳入歳出の補正を行うほか、事業の進捗状況により本年度内の完了が困難な事業については、繰越
明許費の設定を行いました。
　まず、歳入では、普通交付税の追加のほか、新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金、寄
附金の追加、国・県補助事業の内示・決定に伴う特定財源の補正などにより財源を措置しました。
　また、歳出では、物価高騰の影響を受けている子育て世帯に対する応援給付金の支給に係る経費、国
の令和４年度補正予算に対応した事業費等の補正を行いました。
　さらに、公共工事の施工時期の平準化に伴う債務負担行為の設定を行いました。

２　補正する会計及び補正額

会　計　名

　一　般　会　計

特
別
会
計

企
業
会
計

計

３　補正の主な内容

項　　　　　目 説　　　明

交付額の決定による追加
（補正後の予算額 3,281,197千円）

交付額の決定による追加

国の令和４年度補正予算により、事業を前倒しで実
施する公園遊具等長寿命化事業の財源の追加

○（小・中学校）
　　学校保健特別対策事業費補助金

国の令和４年度補正予算により実施する学校の新型
コロナウイルス感染症対策に係る財源の追加

ふじのみや寄附金　ほか

　　都市公園等整備事業
国の令和４年度補正予算により、事業を前倒しで実
施する公園遊具等長寿命化事業の財源の追加



　（歳出）

金　　額

＊ 467,999

＊ 276,655

＊ 204,176

＊ 33,000

＊

40,950

《特別会計》

(1) 国民健康保険事業特別会計

(2) 介護保険事業特別会計

(3) 後期高齢者医療事業特別会計

《企業会計》

(1) 水道事業会計

(2) 下水道事業会計

(3) 病院事業会計

項　　　　　目 説　　　明

基金積立金

ふるさと応援基金  350,000
土地取得基金     　 89,301
森林環境基金        27,439
　ほか各基金の運用による利子等の積立ての追加

ふじのみや寄附金事業
ふじのみや寄附金に対する返礼に係る報償費、郵便
料、手数料等の追加

子育て世帯応援給付金給付事業
子育て世帯応援給付金に係る給付金等の経費の追
加

都市公園等整備事業（工事請負費）
国の令和４年度補正予算により、事業を前倒しで実
施する都市公園等整備工事費の追加

教育費

（小・中学校）学校保健特別対策事業
国の令和４年度補正予算により実施する学校の新型
コロナウイルス感染症対策に係る経費等の追加

　歳入：県支出金の追加、国保連合会返納金の減額等

　歳出：保険給付費の追加等

　歳入：国庫支出金の追加、一般会計繰入金の減額等

　歳出：地域支援事業費の追加等

　歳入：医療保険料、一般会計繰入金の減額等

　歳出：広域連合納付金の減額等

　収益的収入：新型ｺﾛﾅｳｲﾙｽ感染症患者等病床確保に係る補助金の追加等

　収益的支出：人件費の追加等

　収益的支出：動力費の追加等

　資本的収入：企業債の減額

　資本的支出：新水源開発事業工事費の減額等

　収益的支出：：動力費の追加等

　資本的収入：企業債、国庫補助金の減額等

　資本的支出：管渠・取付管布設等工事費の減額等



　

　

(単位：千円）

令和５年度 令和４年度 比較増減

48,530,000 47,310,000 1,220,000

北山財産区 21,000 19,000 2,000

国民健康保険事業 13,370,000 13,406,000 △ 36,000

上井出区財産区 26,000 23,000 3,000

猪之頭区財産区 31,000 28,000 3,000

根原区財産区 16,000 10,000 6,000

介護保険事業 13,111,000 12,636,000 475,000

後期高齢者医療事業 3,202,000 3,199,000 3,000

水道事業 3,508,099 3,491,612 16,487

下水道事業 3,653,452 3,923,095 △ 269,643

病院事業 12,161,083 11,663,250 497,833

97,629,634 95,708,957 1,920,677

２　当初予算会計別予算規模

会　　計　　名

一　般　会　計

特
別
会
計

企
業
会
計

計
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令和５年度当初予算の概要

１　当初予算の概要（一般会計）

令和５年度の予算は、新型コロナウイルス感染症に加え、原油価格・物価高騰などを要因として、

地域経済や市民生活への甚大な影響が続く中で、今後の地方の経済及び財政がどのような影響を

受けるのか不透明な状況において編成することとなりました。

こうした中、本予算の編成に当たり、市税や県税に連動する交付金の推計は、引き続き困難な状

況であることに加え、急速な少子高齢化の進展や人口減少への対応、公共施設等の老朽化対策な

どの大きな課題を抱えながらも、中長期的な視点に立ち、財政の健全性に配慮しつつ、富士山の世

界文化遺産登録１０周年を契機に、本市がより一層の発展を遂げるための予算を措置いたしました。

また、令和５年度は、「第５次富士宮市総合計画後期基本計画」の２年目となり、総合計画の総仕

上げに向けて、大切な第二歩目を力強く踏み出し、更に大きく飛躍する年とするため、本市が目指

す将来都市像の実現に向けた様々な事業を積極的に推進していく必要があります。

そのため、事業の緊急度や優先度を見極め、選択と集中を図るとともに、事務事業の見直しにより

経常経費の増加を最小限に抑え、限られた財源を有効的かつ効果的に活用した予算編成に努め

ました。

その結果、一般会計の当初予算額は、前年度当初予算額と比較して、１２億２，０００万円、２．６％

増の４８５億３，０００万円となりました。



　　《特別会計》

(1) 北山財産区特別会計

北山財産区の管理運営に係る予算

(2) 国民健康保険事業特別会計

国民健康保険事業の運営に係る予算

　　歳入：国民健康保険税、県支出金、一般会計繰入金等

　　歳出：保険給付費、保険事業費納付金（医療給付費、後期高齢者支援金等、介護納付金）等

(3) 上井出区財産区特別会計

上井出区財産区の管理運営に係る予算

（4） 猪之頭区財産区特別会計

猪之頭区財産区の管理運営に係る予算

(5) 根原区財産区特別会計

根原区財産区の管理運営に係る予算

(6) 介護保険事業特別会計

介護保険事業の運営に係る予算

　　歳入：介護保険料、国庫支出金、支払基金交付金、県支出金、一般会計繰入金等

　　歳出：保険給付費、地域支援事業費等

(7) 後期高齢者医療事業特別会計

後期高齢者医療事業の運営に係る予算

　　歳入：後期高齢者医療保険料、一般会計繰入金等

　　歳出：後期高齢者医療広域連合納付金等

　　《企業会計》

(1) 水道事業会計

　 収益的収入：上水道給水収益等

収益的支出：水道施設の維持管理経費等

資本的収入：企業債、給水装置新設等に伴う加入金、受託工事負担金、一般会計繰入金等

資本的支出：水道施設の新設・改良（耐震化、老朽化対策等）に係る経費、企業債償還元金等

(2) 下水道事業会計

収益的収入：下水道使用料、一般会計繰入金等

収益的支出：下水道施設の維持管理経費等

資本的収入：企業債、一般会計繰入金、受益者負担金等

資本的支出：管路及び処理場の整備費、企業債償還元金等

(3) 病院事業会計

　 収益的収入：入院収益、外来収益、一般会計繰入金等

収益的支出：病院事業運営全般に要する経費

資本的収入：企業債、一般会計繰入金等

資本的支出：医療機器購入費、企業債償還元金等

３　一般会計以外の当初予算の概要


